
かおり通信
学校教育目標……・『自分らしさを大切にし、互いに認め含える子どもの育成』 「自律」と「共生」
めざす子ども像…・『共に考える子・互いに思いやる子 0みんなでチャレンジする子 0最後まで諦めない子』

学校経営目標……・『 “共にくらす、共に学ぶ、共に育つ"喜びのあふれる学校をみんなでつ<りましょう』
～6年間で育てる 学校全体で育てる～

めざす学校像……『子どもたちから笑顔が絶えない学校・ 気持ちのいい挨拶、きれいな学校・教職員同士が

専門家として成長できる学校 0保護者の期待に応える学校・地域と学校が支え合う学校』

茅ヶ崎市立香川小学校  2022年度 10月号 2022年 9月 30日 発行

前期から後期へ 1年の折り返し
2022年 度の前期が終わります。今年度の前期も新型 コロナ感染症、熱中症対策で制限
のある教育活動となってしまいました。子どもたちへの感染もいまだ収まっていません。

今まで同様マスク・手洗い・消毒等、基本的感染予防を続けていかなければなりません。

制限はまだありますが、子どもたちの笑顔を守って、教育活動を行って参 ります。 
｀

2022年 度も半分が過ぎ折 り返 しの時期となりました。 10月 7日 (金)で一つの区切
りとなり前期の教育活動が終わります。今年度の秋休みは、 11日 (火 )と 12日 (水)の
二 日間。 10月 13日 (木)から後期が始まります。後期の行事等予定通 り取 り組むことが
できるのか、先の見えない状況ではありますが、子どもたちとともに今できることを精一杯

取 り組んで参 りますので、引き続きご協力をお願いいたします。

日光修学旅行について
昨年度・一昨年度 とも中止となってしまった 6年生の修学旅行ですが、本年度は、 6年

生に新型コロナ感染症の広がる可能性があったため、 9月 13日 出発予定でしたが、延期
としました。実施の日程は、今後旅行会社と相談の上決定 していきます。決まり次第 6年

生の保護者の皆様にお伝えいたします。現時点でお伝えできることは、 12月 に入ってか
らの実施となるだろうということです。ご理解をお願いいたします。

運動会に向けて
後期開始 (10月 13日 )の 10日 後、 10月 22日 (土)に 2022年 度の運動会を予
定 しています。今年度も午前開催で、各学年 2種 目となります。保護者の観覧は、前半 1・

3e5年 。後半 20406年 の入れ替え制とさせていただき、各家庭 2～ 4名 とすることを
お知 らせ しています。感染症の状況で、現時点ではまだ決定をしていません。なるべく多く

の方に観覧 していただきたいと考えています。開催一週間前までには決定し、お知らせ した

いと考えています。ご協力をお願いいたします。
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理学療法士からのお便り 「非認知スキル とは～自分をコン トロー
‐ルする力～ |

こんにちは。理学療法士の在です。久しぶりに子どもたちと関わり、夏休みの経験や学びがたくさんあった様子が

見られ、夏休み前とは別人のように成長している姿が多く驚きの連続でした。

さて、今回は「非認知スキル」という、能力についてお話させていただきます。聞きなれない言葉ではありますが、最

近は非

つ の し、IQや 力とは

特に実行機能が大切と言われています。

実行機能は小学生から中学生(高校生)にかけて著しく成長します。

感情のアクセルは生まれた時から持っている能力ですが、感情のブレ

ーキは大人になるまで発達する能力です。ブレーキの力が弱いと自分

の感情をコントロールできなかったり、目標を達成する力が弱くなったり

します。小学校入学時や高学年(思春期)の際に、行動にブレーキを上手

にかけられない事や感情的になりやすい事は、脳の発達の変化の影響

もあります。
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この実行機能博「熱きった寧や自分の日標を保ち続|十る事。」「いくつかの選lR臓から、一つの行動を優先する華。」で

あ‖、瞳の前の部分(前頭葉。前頭前野)という部位か働き孝t前頭前野という領城惨ストレスの影響を受l十やすく、
ストレスがかかるこ7じ―キをかける力か弱くな

`勝
す。また、感情のアクセルをかけられないと【意欲が出ない事】

や【探求′せ。向上総の減弱】に繋がります。アクセルとブレーキのパランスを保てる事が大切です。

☆ブレーキを掛けにくい場合(アクセルを掛けにくい場合。)☆

興味がある事ややりたいと思える事から取り組む。やりたい事から取り組み、徐々にやるべき事へ興味を移す。

例 :簡単な問題から徐々に難しい問題にチャレンジする。得意な事から始め、徐々に苦手な事へ挑戦してみる。

※やる事が難しくなったり、苦手な事だったりすると嫌になったり消極的になる為、褒めながら無理せずに

少しずつ実施できると良いと思います。加えて、保護者の方と一緒にやる事で意欲的になります。

☆ハンドルを利かせにくい場合☆

「今何をやるべきか」を振り返らせる事や「どれから始めるか」課題の順番整理を手伝う事でやるべき目的を忘

″しにくくします。

例 :帰ってきたらいつも吉っている事をやってね。

→「帰ってきたら手を洗って、宿題をやって、それから好きなことをして良いからね。」と明確にする。

(目 的を忘れやすい場合は、1回の説明で全てを覚えきれません。まとめてやる事を説明するのではなく、一つ

わる事に次やる事の説明をする方が望ましいです。メモの場合は(D(3Э等と順番を付ける事も良いです。)
できるようになっている」という発見が家族の喜びに繋がり、共有。共感できる事で家族の絆も強くなっていきます。

これからも小さなことから発見したり、一緒に体験や経験を積み重ねられると、非認知スキルも発達にも繋がっていく

「

実行機能は目標を達成するために、我慢したり、切り替えたりする能力であり、2種類あると言われます。

感情の実行機能:目標のために感情を自分でコントロールする能力. (アクセルとブレーキの役割 )
思考の実行機能 : ロー ノ ハンドルの役割 )

と思います。引き続きよろしくお願いいたします。 理学療法士 桂 晃徳 イ「眸
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クラブ活動
4～ 6年生の児童が、火曜 日の 6校時に年 6回 (今年度)の予定で活動 しています。異学

年での貴重な活動となっています。今年度は、 16の クラブが発足して活動 しています。
9月 27日 のクラブの様子を紹介 します。
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次回は、 11月 22日 (火 )の予定
です。主に校庭や体育館で活動 して

いるクラブ (陸上・サッカー・ボー

ル運動・昔遊び (外)・ バ ドミン トン

・卓球)を紹介 したいと思います。
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